


















































































































































去らないと思われる場合でも、より自分に近いと思 うものに必ずO をつけてくだ さし㌔
正 しい答えはあ りませ んので、あま りl架く考えずにありのままの姿を答 えてくださV㌔また、あなたの答 えたことが、





































































「惰 報 と コ ン ピ ュ ー タ 」 の 学 習 に 対 す る ア ン ケ ー ト
（　　　　 ）中 学校 （ ）年 （ ）盈 （ ）番 （ 男子 ・女 子 ）　　 名 前 （　　　　　　　　 ）
この ア ン ケー トは、 中学 校 技 締め r情 報 とコ ン ピ ュー タ jの 学 凱 こ対 す る気 持 ち を聞 く
姜 葺 を 至 芸
呵 用
い
もの で す 。各 質 問 を読 ん で、 あ な たに 一 番 あて は ま る もの を、 右 の劇 恥 －ら 1つ 啓 び、
数 字 をO で 囲ん で くだ さlヽ 質 略 面 に もあ ります の で 、す べ で の貸 間 に 答 えて くだ さ
もヽ （例 ニ5－ 4 － 31 富ト 11
この ア ンケ ー ト11 成績 こ関係 しませ ん の で 、患 っ た通 りに 答え て くだ さしヽ
t． あな た は 、 r情 報 と コン ピュ ー タJ の 授業 で ‥ ・
1， 学習 した こ とを 現在三の 家蜘 こ役 立 て られ る よ うに な りた lヽ　　　　　　　　　　　　 5 －4 － 3－ 2－ 1
2， 触作 した 作品 は 、友 達 や ク ラス のみ ん な に認 め て も らえ る と思 う．　　　　　　　　　　　 5 － 4－ 3－ 2－ 1
3． 鼎 訂 こ取 り組 ん ‾碑 、る時 に 、 失敗 す る と よけ い にや る 気 がわ い て くる。　　　　　　　　　 5 －4 － 3 －2 － 1
4． 蕨題 に 取 り組ん てト 、る時 、 失 敗 して も あま り悔 やま ず 、 前向 き に考 え るほ う7こ　　　　　　 5－ 4 － 3－ 2－ 1
5． 友 勧 ミうま く鳩 を 解 決 して い るの を 見る と自分 に もで きそ うだ と思 う。　　　　　　　　 5 －4 － 3－ 2－ 1
6， 刻 悌 ソ フ トを 使 って 、 自分 で表 やグ ラ フを 作 る こ とが でき そ うだ と思 う，　　　　　　　 5－ 4－ 3 － 2－ 1
7， プ レゼ ン テー シ ョン ソ フ トを 使 って 、 自分 で ス ライ ドを作 る こ とが で きそ うだ と思 う。　　 5－ 4 － 3－ 2 － 1
8． 学習 した こ とを 将 如 増 痛引こ役立 て ら れ るよ う こな　 た 叛　　　　　　　　　　　　　　　 5－ 4 － 3－ 2－ 1
9． コ ン ピュ ー タで コニラー 地 味 自分 で対 処 が でき そ うだ と患 う．　　　　　　　　　　　 5 － 4－ 3－ 2－ 1
10．脚 こ取 り組 む時 は、 困 っ てい る友 達 が lすlば 、卸 すて あ げ られ るよ うにな りた い と思 う。　 5－ 4－ 3－ 2－ 1
11． Wehペ ー ジ 作成 ソ フ トを 綻っ て 、 自分 で Ⅶ 晶 ペー ジを 作 る こ とが でき そ うだ と 思 う。　　 5～ 4－ 3－ 2－ 1
増 ．自 分で コ ン ピ ュータ や イ ン ターネ ッ トを 使 う時 事渦 モ ラル を 守 れる 人 に な りた い と思 う。　 5－ 4－ 3－ 2－ 1
∫． あ なた は 、・・ ・
1． r惰報 と コ ン ピュー タ J の隙 で習 っ て い るこ と は、 自分 に とって 、 い ろい ろ 筍 こ立 っ てい る
と思 う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5－ 4 － 3－ 2－ 1
2． 「情 報 と コン ピ ュー タ Jの学 習 内容 を理 解 する こ とは 、 自分 に とっ て重 要 だ と 思 う。　　　　 5 － 4－ 3－ 2－ 1
3＿ r間 と コン ビ 1一 夕」 の鼓 動 こつ い て、 自分 は よ くで き る と思 う．　　　　　　　　　　　 5－ 4 － 3－ 2 － 1
4． r脚 とコ ン ビュ一 列 の実 習 を して い る時 、授 業 で 学 んだ こ とや 敬 科 書か ら 情 報を ま と めて
参考 にす る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4－ 3－ 2－ 1
5． 「情 報 と コン ピ ュー タ Jの学 習 は 、自分 は 得 意 だ と思 う。　　　　　　　　　　　　　　　 5 － 4－ 3－ 2－ 1
6． 個 と コ ン ピュー タ J の勉 強 を して い る とき 、覚 え る ため に、 自分 の ノー トや プ リン トを し
つ か り整 理す る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5－ 4 － 3－ 2－ 1
7． r情報 とコ ン ピュー タJ の実 習 が うま くで きる か ど うか 大変 心 配す る。　　　　　　　　　 5 1 4－ 3 － 2－ 1





























単 元 名と学 習 内容 主な学 習内 容 時間
1．表計算 機 能について知 ろう ・表 計算 ソフトを使 い，表計算 機能 の基 本的 な用語 ， 2
（0．5）
（1）基 礎的 な機 船 こついて知 ろう 操 作方 法 につ いて学 ぶ 。
①基礎 的 な用 語を知ろう
② 並 び替え機 能を知 ろう （0．5）
③ 計 算機 能（合 計 ・平 均）を知 ろ‾ （1）
2．表計 算機 能を活用 しよう ・表 計算 機能 を活 用し．二
つの質 問事 項を考 え．表 5
① 質問項 目を考えよう 計算 機能 を活 用し，その関
係の 有無 について調 べ
（1）
② 質問 内容を調査 しよう 得られ た結果 （情 報）をまと
める。
（1）
③調 査結 果を入力 しよう （1）













































酬 ソフトウ欄 プリン帆 1 瑚　　 ㌔ た ヱ ＿
I． 翻 情 の 基本 発語 を知 ろ う。
行憶 糊 A 一 半 一二 聖 霊 慧 ご何
削れ 刊、る九　　　 セル ：ワー クシー ト上　　 覧 芸 芸志 吾‡
の各マス目のこと　　　　　　　 J叫象也という。
このセルは昭弘
2． 並 び替 え （ソー ト） を覚 え 占う。
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は い　 1いい え
」は い N
間 1いい え
図6　関係の有無を判定するための表計算シート
図7　アンケートの仕分け
図9　アンケートの集計
3．実践の結果と考察
3．1実践の様子
本実践において生徒は，基礎学習の後，題材「発見！
わたしの法則はこれだ！」に取り組んだこ図7は，実
図6　集計結果の判定
図10　班での話し合い
施したアンケートを仕分けしている様子である。また，
図8は，判定シートを用いてクロス集計の結果を検定
している様子である。図9は，アンケートの結果を表
計算ソフトに入力し，集計している様子である。図10
は，質問項目について班で話し合いをしている様子で
ある。本題柳こおいて，生徒が見つけた「法則」の例
－21－
を図11に示すこ
3．2実践に対する生徒の反応
実践の後，学習の振り返りを行い，「学習の楽しさ」，
「学習の理解度」，「学習の感想」を調査した（図12，図
13）。その結果，「学習の楽しさ」では，全体の約7割
の生徒が，「とてもそう思う」「少しそう思う」と回答し
ている。また，「学習の理醜動でも，約7割の生徒が
「よく分かった」「少し分かった」と回答している。ま
た，実践後の感憩では，「初めてやることばかりで心配
だったけど，やっていくうちに結構わかってきてよかっ
た。今回勉強したことをこれから活かしていきたV㌔」
「虎の巻など分からないところもよく分かって，とても
分かりやすかった。」「友達に教えてもらってスムーズに
できてよかった。」などのコメントが得られた（図14）。
これらのことから，本実践は，生徒にとって，面白さ，
わかりやすさという点において高い評価を得ることが
女子に比べて男子の方が運動部に入っている人が多叛
実技教科が好きな人は，文化部が多い。
女子は，男子に比べて文化部に入っている人が多し㌔
女子は，男子に比べて好きな教科が少ない。
うがい手洗いをしているのは，女子より男子のほうが多レ㌔
勉強が好きな人は，部活動に真面目に取り組んでいる人が多い。
外で遊ぶのが好きな人は，家に帰ったら手洗いをしている人が多V㌔
ゲームが好きな人は，調理実習などの実技教科が好きな人が多レ㌔
嫌いな食べ物が少ない人は，あまり病気にかからない人が多い。
男子のほうがバランスのとれた食事をしていると考えている。
朝食をきちんと食べている人は，部活動に欠かさず参加している人が多レ㌔
男子は女子に比べ，スポーツを観るよりもする方が好きな人が多レ㌔
女子は，男子に比べ，観たいテレビ番組を欠かさず観ている。
男子のほうが健康に気をつけている人が多レ㌔
男子のほうが女子に比べ，部活動に入ってよかったと思っている。
男子は，健康のために運動している人が多い。
男子は女子に比べ，バレーの経験者が多い。
男子のほうが女子に比べ食べ物の好き嫌いが少なし㌔
スポーツ番組をよく観る人は，スポーツを実践するのが好きな人が多V㌔
男子は，女子に比べ，スポーツ番組をよく観ている。
インタスタント食品をよく食べる人は，風邪をひく人が多い。
男子は，女子に比べてインスタント食品をよく食べる人が多い。
ゲーム遊びが好きな人は，健康にあまり気をつけていない人が多叛
図11　生徒が見つけ出した法則の例
■とてもそう思う
ロ少しそう思う
臼ふつう
田少し思わない
日あまり思わない
図12　授業後の振り返り（学習の楽しさ）
－22－
■よくわかった
田少しわかった
田ふつう
□少しわからなかった
日あまりわからなかった
図13　授業後の振り返り（学習の理解度）
初めてやることばかりで一亡滴己だったけど，やっていくうちに結構わかってきてよかった。今回勉強したこと
をこれからに活かしていきた叛
将来役に立つものだと思うからがん嘉甘した。
楽しかった。家ではあまりエクセルとか使わないけど，使う時には今回習ったことを生かして活きたい。
表計算ソフトの使い方がわかってよかった。いろいろな場面で活用していきたい。
ワードは使用することが多少あるのでわかっていた。エクセルについて知らなかったことが知れてよカ
った。将来使うと思うので覚えておきた叛
表計算は便利だと思った
表計算ソフトで並び替えができるようになったことが嬉しかった。合計や平均を出すのも楽しくできたし，
よく分かった。今度表計算ソフトを使う時があれば習ったことを活用していきたいと思う。
虎の巻の説明が分かりやすくて自分で進めることができた。
今までの授業で一番分かりやすかった。初めて知ったこともすぐにできるようになったのでよかった。
最初の説明が分かりやすかったので，あとの作業がわかりやすかった。
虎の巻など分からないところもよく分かって，とても分かりやすかった。家でも自分でできそうな気がする。
先生の作ったプリントや説明で説明しながら勉強したのが分かりやすかった。楽しかった。
楽しかった。パソコンとか苦手だけど，虎の巻が分かりやすくてよかった。
表計算は苦手だったけど，虎の巻がすごく参考になって，苦手な私でも理解できた。まだ少し，わからなV
ところもあるけど理解できるようになりたし㌔
今まで一番楽しかった。自分がわからなかった所もいろいろとわかった。もっと家で使う時に役立て栗
いと思った。
楽しかったとてもよくできた。
いろいろとわかって楽しかった。
自分一人ではわからないところがあったけど，友達に教えてもらったりしてスムーズにできてよかっ栗
難しいところもあったけど，友達と教えあいながらできたのでよかった。
図14　　授業後の感想
表1本実践における情報活用の実践力尺度の伸び（際68
事瑚査　事後粧　伸び。諾，判定
「収軌憫F‘票直　呂霊　3霊　0・礪　1・26　n・S・
「判軌断　票竺　呂霊　呂霊　0・20　3・18　＊
頃軌因子　票竺　3霊　呂：芸　0・15　2・80　＊
「処軌因子　票竺　呂霊　呂霊　0・111・65　n・S・
嘲肋因子　票亘　呂：雲　3：票　0・02　0・41　n・S・
聯・伝凱因子　票竺　霊　3：：瑚・02　0・30　n・S・
全体　　警　2霊　3：：雲　0・08　2・45　＊
軸く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）
ー23－
表2　本臭腺こおける旧』「情報とコンピュータj版の伸び　脾萄）
事前拒　事後拒　伸び。漂，判定
「実習不動因子　票竺　呂霊　　呂霊　瑚・45　5・11＊
「学習楓断　票竺　霊　　3：冒Z o・28　2・39　＊
「教科の価胞断　票竺　3：；；　3霊　0・02　0・14　n・S・
坤く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）
表3　本実践における貼LO r情報とコンピュータ」版の伸び　（際65）
事前粧　報拒　伸び。漂，判定
闇期楓因子　票直　3霊　　3：3冒　0・08　用　n・S・
「課題遂楓因子　票竺　3霊　　3：器　0・23　2・99　＊
「スキノ瑠楓因子　票竺　呂：芸　　3霊　0・3　3・彪　＊
全体　　票竺　3霊　　3霊　0・19　3・51＊
軸く0．05　＊軸く0．01対応のあるt検定（両側）
できたものと推察される。
3．3学習効果の検討
（1）情報活用の実践力の変容
情報活用の実践力における事前・事後調査の結果，
男女を合算した全体のデータにおいて，情報の「表現
力」因子，「判断力」因子及び尺度全体の水準において，
有意な伸びが認められた（表1）。このことから，指導
仮説の手立て①情報活用の実践力を高めうる題材の設
定が，全体として障報活用の実践力の育成に有効であ
り，本実践で適郷こ導入されていたことが確琵されち
位）自己効力の変容
指導仮説の導入を確認するために，事前・事後調査
間における男女を合算した全体のデータを用いて，
MSLQ「情報とコンピュータ」版の変容を検討した。
その結果，「学習方略」因子が有意な伸びを示し，「実
習不安」因子が有意に減衰する傾向が認められた。こ
のことから，本実践においては，設定した指導仮説②
「実習に対する不安の軽減」及び指導仮説③「学習方
略の形成支陵」が，手立てとして適切に導入されてい
たことが確認された（表2）。
次に，「情報とコンピュータ」における自己効力尺度
の変容について検討した。その結果，「課題遂行感」因
子，「スキル習得感」因子及び尺度全体の水準がそれぞ
れ有意な伸びを示した（表3）。このことから，本実践
では，全体として，生徒の自己効力の形成を支援し得
たことが明らかとなった。
4．まとめと今後の課題
本研究では，筆者らの先行研究で得られた知見に基づ
き，「情報とコンピュータ」の授業における生徒の自己
効力形成を支援するために，①情報活用の実践力の形
成しうる題材の設定，②実習に対する不安の軽減，③
学習方略の形成支援という3つの指導仮説を設定し，
その効果を表計算機能の学習を事例に検証した。その
結果，本実践によって生徒の「判断力」や「表現力」
などの博蹄活用の実践力と共に，「課題遂行感」や「ス
キル習得感」などの自己効力がそれぞれ有意に伸長し
た。これらのことから，本実践における学習指導の展
開は，生徒の情報活用の実践力を育成する中で，適切
に自己効力の形成を支援しえたことが示唆された。
今後は本実践の追試とともに，異なる題材を用いた
指導仮説の検証を行っていく必要がある。その上で，
「情報とコンピュータ」の授業で形成された自己効力
－24－
が，学習後の生活場面においてどのような情鞍行動と
して活かされていくかについても慎重な検討が必要で
あると思われる。これらについては今後の課題とする。
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